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農
業
遺
産
の
魅
力
発
信

　
町
で
は
、
こ
れ
ら
の
効
果
を
最
大

限
に
活
用
す
る
た
め
、
農
業
遺
産
の

魅
力
発
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。
3
月

に
国
土
交
通
省
に
認
定
さ
れ
た
「
み

よ
し
野
ガ
ー
デ
ン
里
山
探
訪
」
で
は

春
夏
2
回
の
バ
ス
ツ
ア
ー
が
満
員
御

礼
。
秋
の
バ
ス
ツ
ア
ー
で
は
季
節
に

合
わ
せ
一
味
違
っ
た
魅
力
発
信
を
行

い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
元
の
誇
り
で
あ
る
当
農

法
の
魅
力
発
信
を
行
う
た
め
に
、
農

業
遺
産
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
を
創
設
。

30
人
の
住
民
が
三
芳
の
魅
力
を
学

び
、
今
後
、
観
光
客
や
視
察
団
に
向

け
て
Ｐ
Ｒ
を
行
う
な
ど
、
取
り
組
み

が
進
ん
で
い
ま
す
。

三
芳
の
宝
を
み
ん
な
で

　
「
Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ
な
ん
て
、
関
係
す

る
の
は
農
家
だ
け
」。
そ
ん
な
風
↖ ▲第 2 回みよし野ガーデンバスツアー

に
思
っ
て
い
る
人
も
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

武
蔵
野
の
落
ち
葉
堆
肥
農
法
は
、

自
然
の
力
を
借
り
て
美
味
し
い
野
菜

を
生
産
す
る
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ヤ
マ
が
地
域
の
緑
・
生
物
多
様

性
を
、
落
ち
葉
掃
き
が
先
人
へ
の
学

び
・
人
と
の
つ
な
が
り
を
作
っ
て
く

れ
る
、
私
た
ち
の
生
活
に
も
関
わ
る

貴
重
な
農
法
で
す
。

　
だ
か
ら
こ
そ
、
町
内
に
は
当
農
法

が
持
つ
魅
力
を
様
々
な
角
度
か
ら
支

え
て
い
る
住
民
が
い
ま
す
。
落
ち
葉

掃
き
を
応
援
す
る
「
落
ち
葉
サ
ポ
ー

タ
ー
」、ヤ
マ
を
愛
し
緑
を
守
る
「
グ

リ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト
隊
」、
農
業
遺
産

の
魅
力
を
伝
え
る
「
農
業
遺
産
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
」
な
ど
…
。

　
当
農
法
が
Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ
に
認
定
さ

れ
た
今
、
武
蔵
野
地
域
で
暮
ら
す
私

た
ち
は
、
こ
の
農
法
を
こ
の
先
も
守

り
伝
え
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
世
界
が
認
め
た
三
芳
の
宝
を
世
界

に
発
信
し
、
未
来
に
引
き
継
ぐ
た
め

に
。
あ
な
た
も
落
ち
葉
掃
き
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
、
農
法
の
魅

力
を
体
験
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
て

み
ま
せ
ん
か
。
■

―
―
特
集
・
終
―
―

落ち葉サポーター

横山 八重子さん

農業遺産コンシェルジュ

ヤマを知り、ヤマを守る.

自然を五感で感じて、楽しんで。

三芳の魅力を再発見し、発信する。

みよしグリーンサポート隊

落ち葉掃き

武蔵野の落ち葉堆肥農法武蔵野の落ち葉堆肥農法
世界農業遺産推進協議会会長世界農業遺産推進協議会会長

三芳町長 三芳町長 林 伊佐雄林 伊佐雄

江戸の人口が急増する中、江戸市民への食糧供給地と
して当地域は開拓されました。
GIAHS の目的は、世界各地に継承されてきた伝統的農
法を保全継承し、人類を飢餓や貧困から守ることにあ
ります。平成 29 年、日本農業遺産に認定されましたが、
世界への道のりは遠く時間を要しました。理由として、
大都市近郊に位置し開発が進む中での保全継承の可否
と都市農業としての評価が定まっていなかったことが
あると思います。
しかし、世界は SDGs の時代となり新たな光が当たり
ました。当地域の農法には、低炭素、環境循環型、自
然共生という社会の実現を目指す知恵が集約されてお
り、SDGs の理念を体現しています。そのような農法
が大都市近郊にもかかわらず農業者や多くの関係者に
よって継承されている。360 年間 SDGs の先頭に立っ
て走り続けてきたとも言えます。こうした光を受けて
当農法の意義と価値は評価されました。

人類の最前線で地球を守り、生命を未来へ
継承してく、これが私達の使命です。そ
れは、美しいキンランの花に象徴され
る、麗しき故郷みよしを未来の子ども
達に継承していくことにもなります。

人類の叡智を未来へ人類の叡智を未来へ

        落ち葉掃きは三芳町の魅力である自然を
   最大限に感じられるイベント。楽しいのはもちろん、
 掃き終わって、きれいになったヤマの清々しさは体験
  しないとわかりません。たくさんの人に参加して、
             この魅力を知って欲しいですね。

みんなで世界へ。みんなで世界へ。
未来へ。未来へ。

武蔵野の落ち葉堆肥農法を武蔵野の落ち葉堆肥農法を持
続
可
能
で
世
界
に
唯
一

続
可
能
で
世
界
に
唯
一

無
二
の
重
要
性
を
世
界

か
ら
認
め
ら
れ
た
「
武

蔵
野
の
落
ち
葉
堆
肥
農
法
」。
今
後

期
待
さ
れ
る
の
は
「
農
産
物
の
ブ
ラ

ン
ド
化
」や「
地
域
の
活
性
化
」な
ど
、

地
域
に
還
元
さ
れ
る
効
果
で
す
。

　
「
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
」
は
手

間
が
か
か
る
伝
統
農
法
を
守
る
農
家

へ
の
還
元
に
な
り
、「
地
域
の
活
性

化
」
は
、
国
内
外
か
ら
の
観
光
客
や

農
法
へ
の
参
画
者
が
見
込
め
、
農
法

継
続
に
追
い
風
に
な
り
得
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
↘


